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令和４年度 藤島地域主要事業 

 

藤島地域まちづくり未来事業 【予算額 23,011 千円（＋508 千円）】 

 

 合併の理念である「多様性の発揮」を実現するために、地域振興計画に基づ

き全市域で地域の特性を活かしたまちづくりが進められてきた。令和元年度よ

り地域まちづくり未来事業が本格的にスタートしたのを機に、新・地域振興計

画も策定され、「農業振興」、「ふじのまちづくり」、「くらし」に関わる３つの基

本方針を設定するとともに、地域の未来に活力を与え、明るい希望が持てる地

域社会を実現しようとする、「藤島地域まちづくり未来事業」を核とする地域

振興に資する取り組みを展開する。 

令和４年度は以下の３つの基本方針の中で、18の個別事業に取り組む。 

 

○基本方針１「豊かな田園文化の継承と水田農業革命の実現」 

【予算額：5,806千円（＋1,724千円）】 

①藤島発！！鶴岡の米プロジェクト ➣3事業 

②藤島発！！園芸作物拡大プロジェクト ➣1事業（再掲） 

③食農教育等を通したふるさと意識の醸成 ➣2事業 

④庄内農業高等学校・首都圏大学との地域連携の推進 ➣2事業（1事業再掲） 

 

○基本方針２「歴史と文化、交流が彩るふじのまちづくりの推進」 

【予算額：12,594千円（▲619千円）】 

①藤島歴史公園「Hisu花」を活用した藤島地域の魅力発信 ➣3事業 

②住民協働による藤棚等の適正な維持管理の推進 ➣4事業 

③伝統芸能の育成と地域コミュニティづくり ➣2事業 

 

○基本方針３「くらしやすい“藤島”を実感できる生活基盤の再構築」 

【予算額：4,611千円（▲597千円）】 

① 自立分散型インフラ整備の推進 ➣2事業 

② 子育て世代から選ばれるための支援の充実 ➣1事業 

③ 健康でいきいきと暮らせるしくみづくり ➣3事業（再掲） 

 

資料 4 R4.3.15 地域振興懇談会 
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 （総務企画課） 

 

１ 藤島歴史公園関連事業（まちづくり未来事業枠） 【予算額 4,412 千円】 

・藤島歴史公園「Hisu 花」魅力発信事業 [予算額 3,311千円] 

・藤島歴史公園「Hisu 花」から始まる地域づくり事業 [予算額 300千円] 

・東田川文化記念館利活用事業 [予算額 347千円] 

・ふじ管理エキスパート養成支援事業 [予算額 454千円] 

 

藤島歴史公園「Hisu花」をテーマ性のある重要な藤島地域の地域資源と捉

え、交流拠点化と賑わいづくりを進める「Hisu花」ワークショプを令和４年

度も開催し、本市を代表する冬のイベントとなった藤島イルミネーションを

引き続き開催していく。 

また、「見ごたえのあるふじ」の育成に向け、地域に根差した公園づくりを

推進するため、藤棚管理ボランティア団体や花壇定植活動を行う市民団体等

を支援するとともに、ふじの花まつり期間中のライトアップや、ふじのオフ

シーズン時（秋から冬場）のイルミネーションの設置などを行い、年間を通

した公園の魅力アップを行う。 

隣接する東田川文化記念館では、住民が主体とる歴史的価値を深める活動

の支援や施設活用に関するプラン策定などを実施する。 

これらの藤島歴史公園関連事業をとおし、歴史公園一帯を藤島地域の魅力

の発信拠点、活動拠点として、誇りと愛着をもって暮らしていける地域づく

りを推進する。 

 

２ 藤棚の整備事業（まちづくり未来事業枠）        [予算額 4,000千円] 

スポーツ課所管施設となるが、ふじのまちにふさわしい環境整備を図るた

め、藤島体育館周辺の老朽化した木製藤棚を複数年（R1～R7）かけ計画的に

整備する。令和４年度は 7スパン分をメッキ鋼製の藤棚に交換する。 

 

３ 長沼・八栄島地区地域公共交通導入事業（まちづくり未来事業枠） 

     ［予算額 3,187千円］ 

  公共交通空白地域となっていた長沼・八栄島地区に令和 3年 6月より地域

が運行主体となる公共交通の導入が図られ、令和 4年度も引き続きデマンド

型タクシーによる実証実験運行を実施する運営協議会を支援する。 

 

４ 藤島地域公共交通調査事業（まちづくり未来事業枠）  ［予算額 794千円］ 

  路線バスの廃止も視野に入れながら、既存の地域公共交通網を含めた藤島

地域全体の公共交通の再編を行うための調査事業を経て、令和４年度は住民

の利便性を第一に考えた公共交通網を構築する各地区検討会等を実施する。 
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５ コミュニティセンター修膳(小規模修繕枠)      [予算額：3,971千円] 

渡前地区地域活動センター体育館東側屋根修繕をはじめ各活動センター

修繕を実施する。 

 

６ 住民自治組織総合交付金       [予算額：19,093千円（防犯灯除く）] 

    市から自治組織へ交付している複数の補助金等をまとめて交付すること

で、自治組織にとって自由度が高く、創意工夫を生かせる総合的な交付金と

して交付する。 

 

７ 防犯灯事業補助金 

 ・自治組織等が負担する防犯灯の新設及び更新に対する補助金。 

                       ［予算額：650 千円（全市）］ 

 ・自治組織等が負担する防犯灯の維持管理に必要な経費に対する補助金。（総 

合交付金、単独補助金の合算）    ［予算額：1,319 千円（藤島地域）］ 

 

８ 鶴岡市藤島地域総合防災訓練 

鶴岡市地域防災計画に基づき、災害発生を想定した訓練を鶴岡市消防団藤

島方面隊が分団毎に計画し、例年どおり 9月藤島地域５箇所を会場に防災訓

練を実施する。 

長沼地区の各町内会及び自治振興会と共に情報伝達訓練及び避難所開設

訓練を実施し、災害時における対応の確認と定着を図る。 

 

９ 藤島地域文厚エリア未来プラン検討事業 

藤島中学校の改築時期を数年後に迎えるのにあたり、同校周辺エリアにあ

る公共施設再編と児童生徒の減少に伴う藤島地域の学校配置などについて、

地域振興懇談会、自治振興会、町内会長会、ＰＴＡや保護者を中心に検討し

ていく。 

 

 

(市民福祉課)   

10 長沼温泉ぽっぽの湯管理運営事業      【予算額 76,186 千円】 

長沼温泉ぽっぽの湯活性化事業（まちづくり未来事業枠） 

【予算額 630 千円】 

  長沼温泉ぽっぽの湯は、令和 3年度より健康増進施設としてスタートして

いる。地元主体の指定管理者が運営を行い、フレイル予防事業を実施すると

ともに、自治振興会やスポーツ関連団体等と連携し、藤島庁舎各課と一体で

利用者拡大の取組を推進する。施設は建設から 21 年を経過していることか

ら、適切な維持修繕を実施する。 
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  また、活性化事業（まちづくり未来事業）では、子育てを支援する事業の

展開により新たな客層を取り込み、利用拡大を図る。 

 

11 健康づくり、介護予防事業  

   健康の維持増進を促進するため、健診業務を実施するとともに、受診率の

向上に取り組む。また、安全に予防接種を行い、接種率の向上と感染防止を

図る。  

保健推進員や食生活改善推進員、地域包括支援センターと連携し、町内会、

老人クラブ等で健康教室を実施し、講話や運動実技、調理実習等を通じて介

護予防活動の推進を図り、いきいきと暮らせる地域づくりを目指す。 

   

12 高齢者支援事業          

  老人クラブ等の活動支援、長寿祝品伝達等、高齢者を対象とした各種事業

の実施を通して生きがいづくりと社会参加を推進するとともに、敬老会事業

の支援を行う。 

    見守りが必要な高齢者に民生委員が訪問する支援事業や、高齢者福祉・介

護保険による助成・給付事業を継続して実施する。 

 

13 子育て支援事業            

  安心して子育てできる環境を確保するため、社会福祉法人「ふじの里」が

指定管理者となっている藤島こりす保育園及び藤島くりくり保育園や、学校

法人「いなば学園」が指定管理者となっている藤島児童館の円滑な運営を支

援する。また、放課後児童クラブ、子育て支援センターとしての施設の活動

も支援する。 

 

14 藤島斎場管理運営事業             【予算額 8,863 千円】 

  藤島斎場は、火葬炉 2 基を配置し 1 日に最大 6 体の火葬が可能で、年間

200 件前後の使用があり、藤島地域のみならず鶴岡斎場と共に鶴岡市の斎場

業務を担っている。昭和 59 年稼働の施設・設備ではあるが、今後も火葬件

数は増加すると見込まれることから、適切な維持修繕を行いながら運営して

いく。 

 

15 藤島ふれあいセンター管理事業         【予算額 5,283 千円】 

  藤島ふれあいセンターの指定管理期間は令和 3年度末で満了するため、新

たな指定管理者の候補者として中町町内会を選定し、現在議会に上程してい

る。新たな指定管理者と連携のもと、住民の自主活動を推進し、地域の活性

化に資するよう進めていく。なお、隣接の市場であった普通財産部分は、令

和 8年 3月末まで株式会社出羽マルシェに貸し付けている。 
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（産業建設課） 

 

16 藤島地域人と環境にやさしい農業推進事業（まちづくり未来事業枠） 

                         ［予算額：846千円］ 

先進的な有機農業技術の習得により品質向上を図るとともに、有機農産物

等の安定生産を図る。 

また、有機農産物及び独自認証米について、首都圏でのイベント交流や有

機農業出前授業を再開し、販路拡大を図る。 

このほか、全農業者を対象にＧＡＰ認証の取得を啓発し、食品安全、環境

安全、労働安全等の確保を推進する。 

 

17 藤島農産物元気事業（まちづくり未来事業枠）  ［予算額：1,806千円］ 

「藤島農産物元気食楽部」を核とし、生産者と農業関係機関が一体となっ

た農業振興を図り、地域農業の活性化を推進するとともに、コロナの状況を

みながら講義等を開催し、後継者の育成を図る。 

また、稲作と園芸の複合経営を推進し、認証制度の活用により生産品の均

一化を図るとともに、低コスト化や省力化技術等を実証し、農家所得の向上

を図る。 

 

18 庄内農業高等学校地域連携事業（まちづくり未来事業枠） 

                      ［予算額：1,000千円］ 

     本市農業の人材輩出機関である県立庄内農業高等学校では、地域連携事業

を展開し教育機関としての同校の更なる発展と魅力ある学校づくりの取組

みを推進している。 

引き続き、ユネスコ食文化創造都市鶴岡の魅力体験事業、農業の成長産 

業・６次産業化支援事業、農・福連携地域交流農園支援事業、農業コンテス

ト出品等ＰＲ支援事業に取り組むことにより、地域の特性を活かした農業振

興と地域づくり、地域活性化と同校卒業者の地元定着の促進を図る。 

 特に６次産業化支援事業のうち庄農うどんプロジェクトでは、地元農家と 

の連携や地元産原料使用の検討を進める。また、庄農生の活動の発信強化を

図り、同校のイメージ向上と入学生増加に繋げていく。 

 

19 藤島地域農の魅力拡大事業（まちづくり未来事業枠）［予算額：2,014千円］ 

 鶴岡産米と豊かな田園、稲作に携わる人々の魅力を広く拡散し、ふるさと

納税の「米」寄付額の倍増を図るため、若手農業者美味い米コンクールを開

催する。 

また、藤島地域と関係の深い大東文化大学の学生による鶴岡産米の動画を

作成し、動画サイトで配信することで、鶴岡産米全体の価値の底上げを図る。 
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20 まつり振興事業（伝統芸能祭開催事業含む）    ［総予算額：4,360千円］ 

    ・「ふじの花まつり」   ［予算額：1,500千円］ 

    ・「ふじしま夏まつり」   ［予算額：1,470千円］ 

鶴岡伝統芸能祭（まちづくり未来事業枠）［予算額：760千円］ 

・「ふじしま秋まつり」   ［予算額： 630千円］ 

 

   主要観光事業である「ふじの花まつり・ふじしま夏まつり・ふじしま秋ま

つり」をコロナの状況に応じて、屋外イベントを中心にした開催とする。 

     ５月の地域最大のまつりである「ふじの花まつり」は地域外来客者の割合

が多く、令和３年度は３０回目の記念回が直前で中止となった分、イベント

内容を見直し、藤島歴史公園周辺を主会場に一層力を入れていきたい。 

「ふじしま夏まつり」は、まちづくり未来事業である鶴岡伝統芸能祭と、

ふじしま焼肉フェスティバルをメインにしており、特に伝統芸能祭は市内全

域から保存団体が集まるため、伝統の技を披露する場として、また出演者同

士が交流を深める貴重な場となっている。 

     １１月開催の「ふじしま秋まつり」は、「つや姫の里の収穫祭」をテーマと

し、藁を使ったオリジナルイベントなど「米の里ふじしま」らしい取り組み

を通して「食と農による地域づくり」を広くアピールしていく。 

 

 

21 建設関連事業 

◇ 道路新設改良事業（本所土木課） 

 ・上町中央線（上町派出所前） 

  十一屋側の歩道の整備を継続して実施します。 

 ・藤島駅線（改良工事）  

  Ｒ３に実施した測量設計に基づき工事を継続して実施します。 

◇ 道路公共事業（本所土木課） 

 ・長沼地区冠水対策事業（長沼）本工事 

  長沼集落内の冠水被害を防ぐ排水対策工事を継続して実施します。 

 ◇道路維持事業（まちづくり未来事業枠）［予算額：2,900千円］ 

 ・ふじのまちかど整備事業 (２５基の内７基分) 

  市道の老朽化した藤棚の修繕を実施します。 

 


